
ミョウガのアレルギー性接触皮膚炎の原因物質の検
討

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2011-04-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 皆本, 景子, 原田, 幸一, 上田, 厚

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10098/3179URL



平成21年 度厚生労働科学研究費補助:金(労 働安全衛生総合研究事業)

分担研究報告3

ミョウガのア レル ギー性接触皮膚炎 の原 因物質 の検討

分担研究者

分担研究者

分担研究者

皆本景子(熊 本大学医学部衛生学)

原 田幸一(熊 本大学医学部保健学科)

上飼 厚(熊 本大学医学部衛生学)

A.研 究 目的

ミョ ウガ(ZingibermzogaRoscoe)は シ

ョウガ科 シ ョウガ 属 の多 年 草 で、 本 邦で は

幼 芽 や花 芽 を食 用 にす る。 以 前 は露 地栽培

のみ で あった が、平成4!ご ろか ら、栽培 技

術 が確 立 され 、ハ ウス で栽 培 され る よ うに

な り、周 年 供 給体 制 が完 成 した。 ハ ウス栽

培発 祥 の地 、A県 は、 日本 で も有 数 の ミョ

ウガ麗地(平 成12年 全鰍 二1二1荷壷 の55%を 占

め る)で あ るa今 國、栽 培 従 事者 に 皮膚 か

ぶれ を訴 え る者 が少 な か らず み られ 、我 々

は 、 これ まで 、3例 の ア レル ギー 性 接触皮

膚啖(AllergicContactDermati七is:ACD)

癒例 を把握 して お り本郷 最 初 の報 告 弼 で あ

る。 ミョウガ は シ ョウガ属 で 、 シ ョウガ は

刺激 性接 触皮 膚炎 とACDど ち らも報 告が あ

り、gingero1やzingeroneな どが 可能牲 の あ

る感 作 物 質 と して あ げ られ て い るが 、 これ

らの物 質 が抗 原 で あ る こ とが確 か め られ て

い るわ けで はな い。

ACD3症 例の うち1例 の協力が得 られ1ミ

ョウガ成分のア レル ゲンの罰定を試み、開

発 され たQSARに て推定され た物質の抗原性

の有無の検証を行 った。

B.研 究方法

た。 さらに、抽出物 その もの、分離 された

分画 と精製 された単体 と考え られ る物質 を

適 当な濃度にプロベ トにて希釈 し、すでに

ミョウガのACDの 診断のついたハ ウス ミョ

ウガ従事者1名 にパ ッチテス トを行 った。単

体 と考え られ る物質の うち陽性 を呈 した物

質 をGCMS(ガ ス クロマ トグラフ質貴分析

計)で 構造の推定 をおこなった。推定 され

た物質 をQSARで 抗原性 の有無の検証 を行

った。

C.研 究結果

図1に 抽 出、分離 、単離 の濁程 を示す。パ ッ

チテ ス トで1抽 出物 そ の もの と分[Eの 一 部 、

さ らにMG・6に 陽難 を示 した。MG-6はGC

MSに て、図2の よ うな脂肪 酸hexadecana

icacidそ の もの あ るいは、2-hydorxyocta

naxcacidのhexadecanoicacidesterと 推

定 され た。QSARに これ らの物 質 の抗原性 の

強 さを検 証 した とこ ろ、前 者 は抗 原性 な し

と され 、後者 はrrい 抗 原牲 あ り とされ た。

D.考 察

hexadecanoi.cacidはpalmiticacidの こ

とで、 動物1植 物 に…般 的 に含 まれ る も飽

和脂 肪 酸 で 、パ ー ム オイ ル の 主成 分 で あ

る こ とか ら名 づ け られた もので あ る。QSAR
ミョウガ5kgを 朋 い160℃ に簾温 して、 エ

タ ノール で3時 問か けて抽;_.11・一・1し濃縮 した。詳

細 は 図1に 示 す。 作製 した抽 出物 を カ ラム

クロマ トグラ フ ィー で、分 離 、 精製 を行 っ

で は 、 抗 原 性 は 否 定 さ れ た 。2一



hydorxyoctanoicacidそ のものも、 ミョウ

ガに含 まれてい ると確認 され ているが1パ

ッチテ ス トでは陰性で、QSARで は弱い抗原

性 がある とされた。脂肪酸でよ く知 られた

抗 原 にひ ま し油 に含 まれ るricinoleic

acidが ある。

今後 、これ らの物質を市販 品等で入手す

るか、合成す るこ とがで きれ ば、パ ッチテ

ス ト用 に調整 し、も う一度パ ッチテス トを

行い実際に陽性 であることを確認す る必要

がある。推定が正 しけれ ば抗原の確定がで

きる可能性がある。 しか し、QSARで は抗原

性は弱い と判定 されてい るので、MG-6の 構

造式を再検討す る必要があるか もしれ ない。

E.結 論

植物 由来 のア レルゲンの同定を行 う場合、

プ ラスチック等 の合成 された物質の同定を

行 うより、多様 な成分 を検討す る必要があ

るが、このよ うな場合に も1QSARは 、抗原

の岡定 の確か らしさの検証が、非 常に簡単

にできるとい う点でたいへん有用である。
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図1ミ ョウガ抽出、分離、単離の過程
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